
 

 

 

 

 

CIGS「脱炭素エネルギーと法」ワークショップ（第1回） 

「科学と社会が接するとき―食品安全政策を例に―」 

 

【開催趣旨】 

 「リスク社会」と呼ばれることもある現代日本社会では、政策を立案する際にリスク・安全問題に直面す

ることがますます多くなっている。そこでは、一方で、希少な財である政策資源を有効に活用することを基

本として、不確実なリスクに対しては待つのか（結果的な無駄を後悔しない政策）、他方で、不確実であって

も大変な事態が起きることを避けるのか（予防原則）という両立し得ない問いに答える必要が生じる。 

 そこで、このような問題が特に際立つ分野である食品安全規制を例に、多様な規制についての差異や普遍

的な側面について、条約や国際的なスキームなどグローバルな視点を取り入れつつ、食品安全規制における

科学と社会の接点について講演を行う。その後、食品などの身近なものの基準値を例に、基準値の設定・運

用から見る安全とリスクの考え方を紹介し、原子力エネルギーや再生可能エネルギーのリスクについて、デ

ィスカッションを行う。 

 

 脱炭素エネルギーの法的スキームを検討するにあたって、リスクを分析することは避けられない。原子力

発電は、発電技術という科学の成果である一方で公衆に対するリスクを内包しているし、また、再生可能エ

ネルギーの利用も、低周波騒音や日照問題、廃棄物の問題など、リスクを検討することが必須となる。これ

までも「原子力と法」研究会において、リスクについて数回にわたりワークショップを開催してきた。しか

し、原子力のリスクのみに焦点を当てると、視野が狭くなってしまうことがあるため、リスクのいわばベン

チマークとして、食品安全のリスクに焦点を当てて、リスクに関する政策の立案、言い換えると、科学と社

会が接する場面において、どのようにアプローチすればよいかについて検討すべく、ワークショップを開催

する。 

 

【主  催】 一般財団法人 キヤノングローバル戦略研究所 

【日  時】 2020 年1 月22 日（水） 15：00～17：15（受付開始14:30） 

【会  場】 キヤノングローバル戦略研究所 会議室3 

【住  所】 東京都千代田区丸の内1-5-1 新丸ビル11Ｆ 

【言  語】 日本語  
【プログラム】 

15:00-15:05 

 

挨拶 および 趣旨説明 

芳川 恒志（キヤノングローバル戦略研究所 上席研究員） 

15:05-15:45 

講演「リスクガバナンスの制度設計と運用上の課題－食品安全と原子力安全の

比較の観点から」 

城山英明（東京大学大学院法学政治学研究科／公共政策大学院 教授） 

15:45-16:25 

講演「科学と政策の間をつなぐために－食品安全、防潮堤、原子力安全を例

に」 

岸本充生（大阪大学 教授） 

16:25-16:35 休憩 

16:35-17:15 
質疑応答 

モデレーター：芳川 恒志（キヤノングローバル戦略研究所 上席研究員）   

 


